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講
和
独
立
直
後
の
地
方
制
度
調
査
会
設
置

　

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
二
八
日
、
対
日
講
和

条
約
と
日
米
安
保
条
約
が
発
効
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三

カ
月
後
の
自
治
庁
発
足
（
八
月
一
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
そ

の
前
日
、
第
一
三
回
国
会
の
最
終
日
に
、
地
方
制
度
調
査

会
設
置
法
が
成
立
し
た
。
同
法
の
公
布
は
、
吉
田
茂
首
相

の
「
抜
き
打
ち
解
散
」
で
知
ら
れ
る
第
一
四
回
国
会
三
日

目
（
八
月
一
八
日
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
法
に
基
づ
く

第
一
次
地
方
制
度
調
査
会
の
発
足
は
同
年
暮
れ
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
突
然
の
解
散
に
よ
り
、
二
年

前
に
制
定
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
最
初
の
総
選
挙

（
第
二
三
回
衆
議
院
議
員
選
挙
）
が
一
〇
月
初
め
に
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
を
う
け
て
第
四
次
吉
田
内
閣
が
成
立
し
た

の
が
同
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一
次
調
査

会
発
足
時
の
総
理
大
臣
挨
拶
に
よ
れ
ば
、「
新
政
策
の
一

環
と
し
て
、地
方
制
度
の
改
革
を
と
り
あ
げ
」た
の
は
、「
わ

が
国
の
実
情
に
則
し
、
一
層
合
理
的
な
安
定
し
た
地
方
制

度
を
確
立
」
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

  

な
お
、
同
一
名
称
の
諮
問
機
関
設
置
は
こ
れ
以
前
に
も

あ
っ
た
。
終
戦
後
の
第
一
次
地
方
制
度
改
革
を
う
け
て
、

さ
ら
に
地
方
自
治
法
の
制
定
に
向
か
う
に
あ
た
り
、「
地

方
自
治
制
度
改
正
要
綱
」
等
を
審
議
す
る
た
め
に
勅
令
で

地
方
制
度
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
短
期
間
で
そ
の
答
申
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
戦
前
期
に
お
い
て
も
、
第
一
次
近

衛
内
閣
で
農
村
自
治
制
度
に
つ
い
て
審
議
し
た
地
方
制
度

調
査
会
の
実
例
が
あ
る
。

　

講
和
独
立
か
ら
間
も
な
く
設
置
が
決
ま
っ
た
地
方
制
度

調
査
会
（
略
称
「
地
制
調
」）
は
、
国
家
行
政
組
織
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
総
理
府
の
附
属
機
関
と
し
て
、
委
員
五

〇
人
以
内
で
組
織
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
第
二
条
、
第
三

条
第
一
項
）。
ま
た
委
員
に
つ
い
て
は
、「
国
会
議
員
、
関

係
各
行
政
機
関
の
職
員
、地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
そ
の
他
の
職
員
並
び
に
地
方
制

度
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理

大
臣
が
任
命
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
（
第
六
条
第
一
項
）。

任
期
は
一
年
で
あ
っ
た
（
同
条
第
二
項
）。

　

現
在
に
至
る
ま
で
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
法
形
式
も
同
一
で
あ
る
が
、
委
員
の

任
期
、
任
命
委
員
の
対
象
範
囲
、
委
員
の
人
数
な
ど
は
改

正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
次
項
で

ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
そ
の
前

に
、
調
査
会
の
設
置
段
階
で
内
閣
提
出
法
案
に
重
大
な
修

正
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
制
定
時
の
法
案
修
正
と
そ
の
後
の
改
正
点

　

調
査
会
設
置
法
の
国
会
審
議
で
は
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る

「
逆
コ
ー
ス
」
の
時
代
風
潮
が
影
響
し
て
の
こ
と
か
、
こ

と
に
参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
の
審
議
で
ブ
レ
ー
キ
が

か
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
割
合
簡
単
な
法
案
」
だ
か
ら

提
案
理
由
と
法
案
内
容
の
説
明
聴
取
後
、
一
日
で
採
決
し

た
い
と
す
る
委
員
長
の
心
づ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
質
疑
開

始
後
さ
っ
そ
く
に
野
党
議
員
か
ら
異
論
が
提
起
さ
れ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
「
恐
ら
く
は
逆
コ
ー
ス
の
線
に
沿
う
た
と

こ
ろ
の
反
動
的
な
結
論
が
こ
こ
に
誘
導
さ
れ
て
来
る
に
き

ま
つ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
旧
内
務
省
の
復
活

…
…
内
務
省
が
中
心
に
な
つ
て
、
地
方
行
政
を
全
面
的
に

管
轄
支
配
し
て
い
た
と
き
の
形
態
に
帰
し
て
行
こ
う
と
い

う
と
こ
ろ
の
考
え
が
や
は
り
基
本
に
な
つ
て
い
る
」
と
の

懸
念
も
表
明
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
提
出
法
案
の
第
一
条
に
新
た
な
設
置
目
的
規

定
を
挿
入
し
た
い
と
す
る
意
見
に
従
っ
て
日
程
変
更
が
行

わ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
修
正
案
文
は
次
々
回
の
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
。「
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
理

念
を
充
分
に
具
現
し
、
且
つ
、
総
合
的
一
体
性
を
有
す
る

よ
う
に
現
行
地
方
制
度
を
改
革
す
る
た
め
、
こ
れ
に
全
般

的
な
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」。
委
員
会

で
の
満
場
一
致
の
合
意
成
立
を
願
っ
て
提
出
さ
れ
た
提
案

で
あ
っ
た
が
、
こ
と
に
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
複
数
議
員

の
異
論
が
あ
り
、
さ
ら
に
翌
日
の
委
員
会
で
修
正
案
の
再

提
案
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

今　

村　

都
南
雄

地
方
制
度
調
査
会
の
発
足

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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こ
う
し
て
法
案
審
議
開
始
後
四
回
目
の
委
員
会
で
、
修

正
案
に
対
し
て
委
員
の
賛
否
を
表
明
す
る
討
論
に
入
る
こ

と
が
で
き
た
。「
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
調
査
審
議

の
基
本
精
神
を
明
確
な
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
。」
こ
れ

が
修
正
理
由
で
あ
り
、
新
た
に
挿
入
さ
れ
る
第
一
条
の
目

的
規
定
は
次
の
よ
う
に
簡
潔
な
も
の
に
改
め
ら
れ
た
。

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
理
念
を

十
分
に
具
現
す
る
よ
う
に
現
行
地
方
制
度
に
全
般
的

な
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

  

挙
手
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
全
会
一
致
と
な

り
、
そ
の
部
分
を
除
く
衆
議
院
送
付
案
に
つ
い
て
も
同
様

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
参
議
院
本
会
議
で
の
修
正
議
決
を

経
て
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
第
一
三
回
国
会
最
終
日

の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
参
議
院
修
正
案
に
対
す
る
同

意
議
案
が
採
決
に
付
さ
れ
、
起
立
多
数
に
よ
り
地
方
制
度

調
査
会
設
置
法
が
成
立
し
た
。

　

参
議
院
修
正
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
第
一
条
の
目
的
規
定

は
、
現
行
法
で
も
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
第
一
条
の
挿
入

に
よ
り
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
と
な
っ
た
他
の
六
箇
条
の
条

文
の
う
ち
、
会
長
・
副
会
長
に
関
す
る
第
四
条
、
部
会
設

置
に
関
す
る
第
五
条
に
つ
い
て
も
変
更
は
な
い
。た
だ
し
、

以
下
の
①
～
④
の
改
正
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
を
異
に
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。

　

①
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
本
法
一
部
改
正
に
よ

り
、
委
員
の
任
期
が
一
年
か
ら
二
年
に
改
め
ら
れ
た
。

  

②
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
の
「
審
議
会
等
の
整
理

等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、任
命
委
員
の
対
象
か
ら
「
関

係
各
行
政
機
関
の
職
員
」
が
削
除
さ
れ
た
。

　

③
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
の
第
一
〇
〇
回
国
会
に

お
い
て
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
際
、

関
連
し
て
各
省
庁
設
置
法
等
に
つ
い
て
も
改
正
が
行
わ
れ

た
の
に
伴
い
、「
総
理
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
」
に
よ
り
、
調
査
会
設
置
法
の
設
置
・
所
掌
事
務

に
関
す
る
規
定
ぶ
り
も
改
め
ら
れ
、「
附
属
機
関
と
し
て
」

の
表
記
が
削
除
と
な
っ
た
。

　

④
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
の
「
中
央
省
庁
等
改
革

の
た
め
の
行
政
組
織
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、地
方
制
度
調
査
会
が
設
置
さ
れ
る
機
関
に
つ
き
、

旧
総
理
府
か
ら
新
設
の
内
閣
府
へ
と
改
め
ら
れ
、
併
せ
て

委
員
の
人
数
に
つ
い
て
も
、
従
前
の
五
〇
人
以
内
か
ら
現

行
の
三
〇
人
以
内
に
改
め
ら
れ
た
。

　
存
廃
が
問
わ
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
地
制
調

　

戦
後
日
本
の
地
方
制
度
改
革
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
地
方
分
権
改
革
に
よ
り
大
き

く
展
開
し
た
。
講
和
独
立
後
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の
地
方

制
度
改
革
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
第
二
二
次
地
制
調
ま
で

の
軌
跡
を
丹
念
に
追
跡
し
た
研
究
者
に
よ
り
、「
確
固
た

る
決
断
を
も
っ
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
か
と
い
っ
て

改
革
の
必
要
性
が
き
っ
ぱ
り
と
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
〈
不
決
定
〉indecision

状

態
で
あ
り
続
け
て
き
た
」
と
総
括
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
中
の
大
杉
覚
著
参
照
）。
地
制
調
は
「
地
方
制
度
改
革

に
関
わ
る
当
事
者
が
網
羅
的
に
参
集
す
る
場
」で
あ
る（
同

上
）。
そ
う
で
あ
る
ゆ
え
に
こ
そ
、
地
方
制
度
改
革
を
め

ぐ
る
「
不
決
定
」
状
態
の
形
成
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
地
方
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
政
策

展
開
の
中
で
、
地
制
調
そ
れ
自
体
の
存
廃
が
問
わ
れ
る
状

況
が
現
出
し
た
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
の
政
権
交

代
に
よ
り
民
主
党
を
中
心
と
す
る
連
立
政
権
が
成
立
し
、

「
地
域
主
権
改
革
」
が
推
進
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

  

政
権
交
代
後
、
急
ぎ
閣
議
決
定
で
設
置
さ
れ
た
地
域
主

権
戦
略
会
議
に
つ
い
て
内
閣
法
改
正
に
よ
る
法
制
化
が
目

論
ま
れ
、ま
た「
地
方
自
治
法
の
抜
本
見
直
し
」の
審
議
も
、

総
務
大
臣
決
定
で
総
務
省
に
設
置
さ
れ
た
地
方
行
財
政
検

討
会
議
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
は
「
地
域
主
権

改
革
三
法
案
」
に
含
ま
れ
た
地
方
自
治
法
一
部
改
正
法
案

に
関
し
て
す
ら
、地
制
調
へ
の
諮
問
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
五
月
の
衆
議
院

本
会
議
に
お
け
る
質
疑
に
お
い
て
、
地
制
調
の
存
続
に
つ

い
て
内
閣
官
房
長
官
か
ら
、「
廃
止
を
含
め
所
要
の
見
直

し
を
検
討
し
て
ま
い
る
所
存
」
で
あ
る
と
の
答
弁
が
行
わ

れ
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
な
ど
は
、
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
る
に
は
ま
だ
早

す
ぎ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

＜

い
ま
む
ら　

つ
な
お
・
山
梨
学
院
大
学
教
授＞

【
参
考
文
献
】
荻
田
保
「
地
方
制
度
調
査
会
の
歩
み
」
日
本
行

政
学
会
編『
地
方
自
治
の
三
十
年（
年
報
行
政
研
究
14
）』

（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
九
年
）、
大
杉
覚
『
戦
後
地
方

制
度
改
革
の
〈
不
決
定
〉
形
成
―
地
方
制
度
調
査
会
に

お
け
る
審
議
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
東
京
大
学
都
市

行
政
研
究
会
研
究
叢
書
４
、一
九
九
一
年
）、
黒
澤
良

「
自
治
省
創
設
へ
の
政
治
過
程
」
坂
本
一
登
・
五
百
旗

頭
薫
編
著
『
日
本
政
治
史
の
新
地
平
』（
吉
田
書
店
、

二
〇
一
三
年
）
所
収


